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2014
年
桜
美
林
学
園
同
窓
会
総
会
に
お

い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
佐
藤
誠

一
郎
で
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
桜
美
林

学
園
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

桜
美
林
学
園
同
窓
生
は
、
1947
年
3
月

に
第
1
期
生
84
名
が
卒
業
さ
れ
て
か
ら

今
年
3
月
ま
で
、
そ
の
総
数
は
９
７
、�

３
４
４
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
中
学
、
高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
院

の
学
び
舎
に
は
１
万
人
を
超
え
る
学
生

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
同
窓
生
数
10
万
名
を
突
破

す
る
桜
美
林
学
園
同
窓
会
と
し
て
、
今

後
は
そ
の
組
織
力
を
上
げ
る
こ
と
に
主

眼
を
お
い
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
部
、

学
年
、
ク
ラ
ブ
単
位
や
職
域
な
ど
各
集

ま
り
の
名
簿
整
理
を
進
め
る
と
共
に
、

そ
の
集
ま
り
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、

同
窓
会
と
各
団
体
、
ま
た
各
団
体
同
士

が
互
い
に
連
携
を
取
る
こ
と
で
、
よ
り

大
き
な
オ
ビ
リ
ン
ナ
ー
の
輪
が
築
け
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
一
致
団
結
し
て
学
園

を
応
援
す
る
機
会
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。【
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】
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６
月
７
日
（
土
）
学
園
内
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
に
て
リ
・
ユ
ニ
オ

ン
を
開
催
。
時
田
会
長
他
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
会
長
選

任
。
時
田
会
長
お
疲
れ
様
で
し
た
。
2013
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
及
び
2014
年
度
事
業
計
画
・
予
算（
２
頁
）が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
1 全体写真　 2 前会長　時田宝文氏　 3 cherry’s ハンドベル演奏　 4 高島市市民劇「木槿の花の咲く頃」トークショー
5 高校卒業生　塩満友紀さん　アルパ演奏

２０１４年１２月１日… 同 窓 会 だ よ り … １９２号（1）

佐藤誠一郎（70 高）

◇
桜
美
林
学
園
同
窓
会
新
会
長
挨
拶
◇
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ま
た
も
う
一
つ
の
目
標
と
し
て
、
学

園
内
に
同
窓
生
を
迎
え
入
れ
る
同
窓
会

館
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
在
学
し
た
1960
年
頃
の
学
園
は
周

り
を
田
畑
に
囲
ま
れ
、
町
田
街
道
を
行

き
交
う
車
も
今
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
少
な
い
時
代
で
し
た
。
中
学

入
学
後
、
3
年
間
は
木
造
2
階
建
て
校

舎（
旧
桜
寮
）の
1
・
2
棟
目
で
授
業
を

受
け
、
高
校
入
学
と
同
時
に
新
し
い
校

舎（
旧
大
志
館
）に
入
り
ま
し
た
。
校
舎

の
前
に
は
池
が
あ
り
、
二
宮
金
次
郎
の
像

が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の
学
生
時

代
の
学
園
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
時

代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
学
園
で
青
春
を

過
ご
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
生
た
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
懐
か
し
い
学
園
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
々
々
に
合
わ
せ
た
資
料
を
展
示

す
る
こ
と
で
、
卒
業
生
の
皆
様
が
足
を

踏
み
入
れ
る
と
懐
か
し
い
風
景
に
再
会

で
き
る
、
そ
ん
な
同
窓
会
館
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

2021
年
、
学
園
は
創
立
者
清
水
安
三
先

生
が
1921
年
中
国
、
北
京
の
朝
陽
門
外
に

崇
貞
工
読
女
学
校
（
後
の
崇
貞
学
園
）

設
立
か
ら
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。
積
み

重
ね
て
き
た
歴
史
を
大
切
に
、
そ
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る

教
育
を
掲
げ
大
き
く
成
長
し
続
け
る
学

園
の
今
と
未
来
を
応
援
し
な
が
ら
、
同

窓
会
の
一
層
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
　
長�

佐
藤
誠
一
郎
（
70
高
校
）

副
会
長�

澤
村　

克
実
（
74
大
経
）

�

長
谷
川
哲
雄
（
73
高
校
）

�

海
藤　

嘉
郎
（
76
大
商
）

�

田
邊　

佳
織
（
77
大
英
）

監
　
査�

錦
織　

達
也
（
68
大
英
）

�

大
野　

寿
一
（
66
高
校
）

幹
　
事�

井
伊　

公
友
（
79
大
商
）

�

池
田　

洋
子
（
71
短
英
）

�

石
井　

明
正
（
75
大
経
）

�

伊
東　

茂
治
（
83
大
経
）

�
井
原　
　

剛
（
81
高
校
）

�
上
野　

吉
子
（
78
大
英
）

�

植
松　

智
子
（
77
大
英
）

�

内
山
美
津
夫
（
69
大
英
）

�

榎
木　

隆
子
（
68
短
家
）

�

及
川　

洋
子
（
78
大
英
）

�

小
椋　

行
夫
（
66
高
校
）

�

片
桐　

幸
宏
（
76
高
校
）

�

木
下　

浩
司
（
89
大
英
）

�

木
村　

智
次
（
00
大
国
）

�

久
保　

久
子
（
68
短
家
）

�

小
林　
　

茂
（
51
高
校
）

�

坂
本　
　

尋
（
85
大
商
）

�

杉
浦　

信
男
（
50
中
学
）

�

田
中　

洋
子
（
65
短
英
）

�

新
森
百
合
子
（
68
短
家
）

�

萩
生
田
康
治
（
95
大
国
）

�

藤
田　
　

学
（
94
院
国
）

�

藤
本　

順
子
（
78
大
英
）

�

八
木　

民
子
（
81
大
中
）

�

谷
津　

町
子
（
73
高
校
）

�

山
本　

美
浩
（
86
大
中
）

�

吉
野　

幸
一
（
78
大
商
）

�

若
林　

章
喜
（
92
高
校
）

1.�
「
喜
寿
・
古
稀
・
還
暦
祝
い
礼
拝
」

開
催
日
：
4
月
26
日
（
土
）

礼
拝
：
荊
冠
堂
チ
ャ
ペ
ル　
　

茶
話
会
：
崇
貞
館

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ

2.�
「
総
会
及
び
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
」

開
催
日
：
6
月
7
日
（
土
）

総
会
：
太
平
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

懇
親
会
：
桜
カ
フ
ェ

3.�

中
・
高
文
化
祭
に
参
加

開
催
日
：
9
月
21
日
（
日
）

Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
グ
ッ
ズ
の
販
売　

4.�

大
学
祭
に
参
加

開
催
日
：
11
月
2
日
（
日
）

同
窓
会
事
務
局
前
に
て

緑
茶
無
料
サ
ー
ビ
ス

5.�
「
成
人
祝
い
礼
拝
」
茶
話
会

開
催
日
：
2015
年
1
月
12
日
（
祝
）

6.�

支
部
設
立
の
拡
大
、
及
び
支
部
継

続
の
支
援
活
動

7.�

機
関
紙�『
同
窓
会
だ
よ
り
』�

第
191
号
、
第
192
号
の
発
行

（
年
2
回
4
月
・
12
月
発
行
予
定
）

8.�

特
別
会
費
の
納
入
の
お
願
い

（�

対
象
：
1983
年
、
1993
年
、
2003
年
度

卒
業
生
）

9.�

新
卒
業
生
、
並
び
に
修
了
生
へ
の

記
念
品
贈
呈

（
証
書
入
、
又
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
）

10.�

書
籍
、「
復
活
の
丘
」
復
刻
版
、

そ
の
他
グ
ッ
ズ
の
販
売

11.�

会
員
住
所
の
整
理
及
び
管
理

12.�

そ
の
他
同
窓
会
の
目
的
達
成
の
た

め
の
事
業

１９２号… 同 窓 会 だ よ り … ２０１４年１２月１日（2）

Ⅰ　2013年度収支決算報告（2014年3月31日）
１．収入の部� 単位：円

科　　目 予　算 決　算 増　減
2013年度卒業会費収入中・高校 2,472,000 2,464,000 8,000
2013年度卒業会費収入大学 20,550,000 19,760,000 790,000
2013年度卒業会費収入大学院 1,350,000 1,160,000 190,000
特別会費収入 150,000 215,000 △65000
利息収入 100,000 57,161 42,839
誌代収入 150,000 177,286 △27,286
雑収入 25,000 253,620 △228,620
行事会費収入 450,000 285,000 165,000
当年度収入合計 25,247,000 24,372,067 874,933
前年度繰越金 1893182 1893182 0
合　計 27,140,182 26,265,249 874,933

２．支出の部
科　　目 予　算 決　算 増　減

印刷費支出 6,200,000 6,153,103 46,897
発送費支出 6,600,000 6,605,154 △5,154
広報取材費支出 100,000 4,661 95,339
行事費支出 1,950,000 1,251,171 698,829
支部活動費支出 1,800,000 1,616,028 183,972
級会補助費支出 400,000 317,960 82,040
記念品費支出 1,500,000 1,423,642 76,358
特別委員会 200,000 0 200,000
会議費支出 400,000 181,659 218,341
事務用品費支出 200,000 159,819 40,181
通信費支出 250,000 207,776 42,224
旅費交通費支出 800,000 630,170 169,830
備品費支出 100,000 0 100,000
人件費支出 3,500,000 3,648,564 △148,564
雑費支出 100,000 167,656 △67,656
予備費支出 1,540,182 712,045 828,137
同窓会館建設積立金 1,500,000 1,500,000 0
財政調整基金 0 0 0
当年度支出合計 27,140,182 24,579,408 2,560,774
次年度繰越金 0 1,685,841 △1,685,841
合　計 27,140,182 26,265,249 874,933

Ⅱ　同窓会館建設積立金
科　　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰り入れ 1,500,000 1,500,000 0
前年度繰越金 105,000,000 105,000,000 0
合　計 106,500,000 106,500,000 0

Ⅲ　財政調整基金
科　　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰り入れ 0 0 0
前年度繰越金 27,000,000 27,000,000 0
合　計 27,000,000 27,000,000 0

2014
年
度
同
窓
会
幹
事
名
簿

2014
年
度
事
業
計
画



塩
満　

知
子
（
77
大
英
）

　

中
学
か
ら
大
学
ま
で
10
年
在
学
し
て

い
た
桜
美
林
で
す
。

　

今
年
は
悪
天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
約
130
名
ほ
ど
の
同
窓
生
が
集
ま

り
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
が
卒
業
し
て
か
ら
何
年
経
つ
の

で
し
ょ
う
か
？
私
の
中
学
入
学
当
時

新
校
舎
だ
っ
た
中
学
は
、
娘
の
入
学
当

時
（
2007
年
度
高
校
卒
）
に
は
す
で
に
建

て
替
え
ら
れ
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
校

舎
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
高
校

校
舎
も
半
分
を
残
し
て
、
ア
リ
ー
ナ
の

あ
る
校
舎
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
薄

暗
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
廊
下
も
す
っ
か

り
明
る
く
な
り
、
娘
に
「
高
校
一
年
の

時
に
こ
の
教
室
に
い
た
ん
だ
よ
。
こ
こ

に
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
っ
て
ね
」
な
ど
と
説

明
し
て
み
ま
し
た
が
、
娘
の
時
代
に
は

「
そ
こ
ら
へ
ん
は
空
き
教
室
だ
っ
た
」

と
つ
れ
な
い
反
応
を
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
私
に
は
僅
か
で
も
在
籍
し

て
い
た
こ
ろ
の
教
室
が
あ
る
だ
け
で
、

ふ
っ
と
当
時
に
戻
れ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

　

大
学
も
ま
た
当
時
の
面
影
を
わ
ず
か

に
残
す
の
み
で
大
き
く
そ
し
て
素
敵
に

変
貌
し
て
い
ま
す
。
一
番
驚
い
た
の
は

チ
ャ
ペ
ル
（
荊
冠
堂
）
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
が
む
き
出
し
の
、
冬
は
と
て

も
寒
か
っ
た
建
物
は
、
ほ
か
の
学
校
の

方
々
に
も
自
慢
し
た
い
よ
う
な
、
す
ば

ら
し
い
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
小
林
牧
師
の
礼
拝

か
ら
始
ま
り
、
同
窓
会
の
事
業
報
告
等

が
あ
り
ま
し
た
。
小
林
先
生
は
私
の
現

役
の
こ
ろ
の
先
生
で
あ
り
、
お
い
く
つ

に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
今
で

も
変
わ
ら
な
い
や
さ
し
い
穏
や
か
な
お

声
で
の
説
法
に
は
と
て
も
癒
さ
れ
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
窓
会
の

事
業
報
告
で
は
、
報
告
終
了
後
の
質
問

も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
で
き
た
こ

と
は
、
幹
事
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
陰

だ
と
思
い
感
謝
の
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
娘
も

6
年
間
桜
美
林
に
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
入
学
を
決
め
た
の
は
お
母
さ
ん
が

通
っ
て
い
た
学
校
に
行
き
た
い
、
と
い

う
理
由
か
ら
で
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で
し
た
ね
。（
因
み
に
息
子
は

お
父
さ
ん
の
学
校
へ
と
い
う
事
で
、
某

男
子
校
に
進
学
し
ま
し
た
）
感
謝
す
べ

き
こ
と
は
、そ
の
娘
が
大
学
を
卒
業
後
、

就
職
内
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
ル
ピ
ス
タ
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
帰
国
直
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
窓
会
か
ら
応
援
を

い
た
だ
き
、
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
招
い
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
ベ
ル
部
の
演

奏
の
後
、
3
曲
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
も
演
奏
の
時
間
を
い
た
だ
き
、
お

か
げ
さ
ま
で
幅
広
く
ア
ル
パ
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
出
席
の

皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
お
声

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
し

た
。

　

ベ
ル
部
と

娘
の
演
奏
後

の
「
桜
美
林

物
語
」
の
演

劇
に
関
し
て

は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

た
だ
残
念

な
事
は
昨
年
の
横
浜
支
部
リ
・
ユ
ニ
オ

ン
で
、
同
じ
学
年
で
も
面
識
が
な
か
っ

た
同
級
生
の
Ｋ
氏
と
会
う
事
が
出
来
、

娘
の
事
を
話
す
と
、
応
援
を
し
て
く
れ

る
と
言
う
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
年
の
3
月
に
天
に
召
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
元
気
な
す
て
き

な
ダ
ン
デ
ィ
だ
っ
た
の
に
、
今
で
も
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

桜
美
林
の
卒
業
生
は
何
人
も
い
て
、

皆
さ
ん
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
娘
も
そ

の
中
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
、
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

桜
美
林
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を
願
い
つ
つ

皆
様
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
Ｋ
氏
と
他
に
天
に
召
さ
れ
た

方
々
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
思

い
ま
す

渡
辺　

み
ほ
（
97
高
校
）

　

私
達cherryʼs

は
中
学
高
校
ハ
ン
ド

ベ
ル
部
の
OG
で
す
。
96
年
に
当
時
高
校

3
年
生
の
「
卒
業
し
て
も
ハ
ン
ド
ベ
ル

を
続
け
た
い
」
と
い
う
想
い
を
き
っ
か

け
に
、
卒
業
生
に
声
を
掛
け
メ
ン
バ
ー

を
集
め
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
メ
ン
バ

ー
は
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、
現
在
は
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
部
の
第
一
期
生
か
ら
今
年

の
3
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー

ま
で
幅
広
い
年
代
が
集
ま
り
、
当
時
の

顧
問
で
あ
る
桜
井
萌
先
生
の
も
と
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎
年
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
そ
の
他
、
結
婚
式
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
演
奏
を
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ら
れ

る
の
も
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
練
習
場
所
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
桜
美
林
学
園
の
お

か
げ
で
あ
り
、
卒
業
生
に
も
分
け
隔
て

な
く
対
応
を
し
て
く
だ
さ
る
桜
美
林
の

風
土
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
数
年
ぶ
り

に
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
も
変
わ
ら
ぬ
オ
ベ
リ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
空
気
の
中
で
、
心
地
良
く

演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
第
一
部
で
は
小
林
牧
師
の
説
教
を

聞
き
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
は
懐

か
し
く
、
賛
美
歌
や
お
祈
り
も
自
然
と

声
に
な
り
、
学
生
時
代
の
礼
拝
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
懐
か
し
い
先

生
方
や
同
級
生
と
の
再
会
な
ど
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
ア
ル
パ
の
演
奏
を
披
露
さ
れ

た
塩
満
さ
ん
と
同
級
生
と
い
う
メ
ン
バ

ー
も
お
り
、
卒
業
後
に
そ
れ
ぞ
れ
続
け

て
き
た
楽
器
を
通
し
た
再
会
に
感
動
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
機
会
も
リ
・
ユ
ニ
オ

ン
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

学
園
内
の
校
舎
は
在
学
時
か
ら
変
わ

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
オ
ベ
リ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
心
や
桜
美
林
で
培
っ

た
も
の
は
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
と
、
今

回
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
参
加
し
て
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
を
通

じ
て
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

�

最
後
に
宣
伝
に
な
り
ま
す
が
、
2014
年

11
月
22
日（
土
）の
15
時
か
ら
荊
冠
堂
チ

ャ
ペ
ル
に
てcherryʼs

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま

す
。
桜
美
林

を
訪
れ
る
き

っ
か
け
に
な

れ
た
ら
幸
い

で
す
。
ぜ
ひ

聴
き
に
い
ら

し
て
く
だ
さ

い
。
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2014
年
リ
・
ユ
ニ
オ
ン

　
に
参
加
し
て

リ
・
ユ
ニ
オ
ン



大
久
保
和
彦
（
64
短
英
）

　

仕
事
を
離
れ
て
四
年
と
数
ヶ
月
、
義

母
の
介
護
も
昨
年
終
わ
り
、
町
内
会
・

老
人
会
の
役
員
や
活
動
、
小
学
生
の
登

校
時
の
見
守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

の
参
加
等
と
地
域
密
着
型
の
生
活
を
し

て
お
り
ま
す
。
も
う
少
し
ゆ
と
り
が
有

れ
ば
趣
味
の
時
間
を
増
や
せ
る
の
で
す

が
、
現
職
の
時
に
思
っ
た
ほ
ど
暇
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
か
ら
の
誘
い
を
受
け
て
「
喜

寿
・
古
希
・
還
暦
祝
礼
拝
」
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
振
り
の

学
園
に
来
て
中
学
、
高
校
、
短
大
の
同

級
生
に
会
い
、「
や
あ
久
し
振
り
、
元

気
で
す
か
。」「
ま
あ
ま
あ
で
す
。」「
こ

の
間
、
新
聞
で
桜
美
林
の
古
い
校
歌
が

記
事
に
な
っ
た
の
を
知
っ
て
い
る
か
い
。」

な
ど
と
近
況
報
告
と
情
報
交
換
を
し
、

安
三
先
生
の
銅
像
の
前
で
記
念
写
真
を

撮
っ
て
荊
冠
堂
チ
ャ
ペ
ル
に
入
る
。

　

受
付
を
済
ま
せ
て
座
席
に
座
る
と
、

旧
チ
ャ
ペ
ル
で
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
五
十
年
前
、
生
徒
数
が
少
な
か

っ
た
せ
い
か
、
礼
拝
は
も
ち
ろ
ん
、
入

学
式
、
卒
業
式
、
始
業
式
、
終
業
式
、

桜
祭
り
、
文
化
祭
、
発
表
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
と
学
校
行
事
の
大
概
は
チ
ャ
ペ
ル

で
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
の
チ
ャ
ペ

ル
の
外
観
は
天
路
暦
程
を
現
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
素
晴

ら
し
く
、
荘
厳
な
音
色
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

記
念
礼
拝
の
賛
美
歌
も
聴
き
な
れ
た

曲
が
多
く
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
聖

歌
隊
の
卒
業
生
が
多
く
桜
井
先
生
が
指

導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
三
十
以
上

の
施
設
が
在
り
ま
す
が
、
私
が
学
生
の

頃
に
在
っ
た
の
は
亦
説
館
、
其
中
館
と

本
部
に
使
用
し
て
い
た
図
書
館
情
報
メ

デ
ィ
ア
室
く
ら
い
で

す
。
そ
の
他
の
施
設
は

以
降
の
建
設
で
名
前
は

同
じ
で
も
建
替
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
学
園
の
素

晴
ら
し
い
発
展
が
思
わ

れ
ま
す
。
学
園
の
周
り

の
環
境
も
変
わ
り
ま
し

た
。
戦
車
道
路
と
呼
ば

れ
て
い
た
道
は
「
尾
根

緑
道
」
と
整
備
さ
れ
桜

の
名
所
に
な
り
ま
し

た
。
復
活
の
丘
の
頂
上

に
は
太
い
丸
太
の
十
字

架
が
立
っ
て
い
た
だ
け

で
し
た
が
、
生
徒
が
建

て
た
桜
美
林
教
会
が
在

り
ま
す
。

　

学
園
は
崇
貞
学
園
よ

り
近
々
創
立
百
年
に
な

り
ま
す
。
益
々
の
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

塩
沼
ま
さ
こ
（
57
短
家
）

　

去
る
四
月
二
十
六
日
、
同
窓
会
の
招

き
で
喜
寿
の
友
人
達
と
卒
業
以
来
五
十�

七
年
振
り
に
母
校
を
訪
れ
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　

淵
野
辺
駅
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
向

か
っ
た
学
園
は
、
只
目
を
見
張
る
ば
か

り
の
発
展
振
り
で
、
昔
の
道
筋
、
復
活

の
丘
の
方
向
さ
え
定
ま
ら
な
い
程
で
し

た
。

　

先
ず
は
、
母
校
で
の
礼
拝
は
、
自
ず

と
安
三
先
生
が
偲
ば
れ
て
、
特
に
感
慨

深
い
も
の
で
し
た
。
礼
拝
後
、
桜
井
萌

さ
ん
の
指
導
に
よ
る
女
性
コ
ー
ラ
ス
に

し
ば
し
耳
を
傾
け
、
同
窓
会
で
用
意
さ

れ
た
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。
食
後
の
趣

向
を
こ
ら
し
た
「
お
も
て
な
し
」
を
受

け
、
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

　

久
々
に
会
し
た
同
窓

生
と
の
語
ら
い
は
、や
は

り
在
校
時
代
、
旧
兵
舎

の
木
造
校
舎
で
の
寮
、

学
生
生
活
の
話
で
す
。

　

学
園
の
創
立
の
歴
史

に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
周

知
の
通
り
で
す
が
、
安

三
先
生
は
、
よ
く
「
目

を
閉
じ
る
と
わ
た
し
の

眼
に
は
復
活
の
丘
に
建

つ
、
十
字
架
と
校
舎
が

見
え
る
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
お
い
で
で
し
た
。

先
生
の
心
の
中
に
あ
っ

た
桜
美
林
の
姿
を
正マ
サ

し

く
私
ど
も
は
、
こ
の
目

で
見
る
事
が
出
来
た
の

で
す
。

　

そ
の
頃
の
思
い
出

は
、
次
か
ら
次
へ
と
蘇

え
り
、
忘
れ
も
し
な
い
卒
業
式
の
最
中

に
食
堂
か
ら
の
出
火
の
火
事
で
し
た
。

幸
い
プ
ー
ル
の
水
で
消
し
止
め
ら
れ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
安
三
先
生
の
お

考
え
の
す
ば
ら
し
い
所
で
、
早
く
か
ら

木
造
校
舎
の
火
事
を
心
配
し
て
、
ぜ
ひ

プ
ー
ル
を
造
っ
て
消
火
の
た
め
に
満
水

に
し
て
お
く
必
要
を
云
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
は
、
教
職
員
、
中
学
生
か
ら
大

学
生
ま
で
一
団
と
な
っ
て
シ
ャ
ベ
ル
で

土
を
掘
り
、
バ
ケ
ツ
で
土
運
び
か
ら
し

た
の
も
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。
完

成
し
た
プ
ー
ル
に
は
、
何
時
も
水
が
張

ら
れ
消
火
に
役
立
っ
た
訳
で
す
。
安
三
・

郁
子
両
先
生
と
共
に
、
朝
夕
の
祈
り
を

捧
げ
、
そ
の
教
え
を
直
接
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
私
ど
も
の
誇
り
で
あ

り
生
涯
の
宝
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

両
先
生
が
理
想
と
さ
れ
た
国
際
性
豊

か
な
人
材
が
育
ま
れ
、
世
界
に
桜
美
林

の
名
が
ま
す
ま
す
発
信
さ
れ
て
行
き
ま

す
よ
う
母
校
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
機
会
を
つ
く
っ
て

下
さ
っ
た
同
窓
会
の
皆
様
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

礼
拝
の
席
上
献
金

　

６
８
、０
７
４
円
は

　

学
園
の
た
め
に
献
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

1970
高
校
卒
業
の
蔡
兆
申
氏
（
現
理
化

学
研
究
所
）
が
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
で
第
11
回
江
崎
玲
於
奈
賞
を
受
賞
！

詳
細
は
高
校
HP
で
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古
希
の
感
慨

喜
寿
・
古
稀
・
還
暦
礼
拝

江
崎
玲
於
奈
賞
受
賞

喜
寿
・
古
稀
・
還
暦
記
念

に
招
か
れ
て
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幹
事
代
表�
高
橋　

雅
之

　

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）、
永
ら

く
桜
美
林
高
校
ESS
の
顧
問
を
務
め
て
頂

い
た
藤
野
英
雄
先
生
が
平
成
26
年
3
月

末
に
御
定
年
に
よ
り
教
職
の
第
一
線
を

退
か
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
桜
美
林

高
校
ESS
の
OB
会
主
催
で
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
藤
野
先
生
を
師
と
仰
ぐ
1974
年

度
か
ら
1992
年
度
卒
業
の
18
年
間
の
高
校

ESS
の
OB
総
勢
229
名
か
ら
、
関
東
圏
は
も

ち
ろ
ん
札
幌
や
神
戸
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
有
志
72

名
に
て
先
生
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て

集
い
、
お
互
い
の
旧
交
を
温
め
る
機
会

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
た
ち
か
ら
も
何

と
100
件
近
く
も
葉
書
に
よ
っ
て
、
先
生

へ
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

思
え
ば
こ
の
会
は
世
代
こ
そ
上
下
に

広
い
も
の
の
『
尾
瀬
合
宿
』
と
い
う
共

通
の
思
い
出
を
共
有
す
る
者
達
の
集
ま

り
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
、
会
場
で
上

映
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
で
多
く
の
青
春
の

記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
高
校
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
ひ
と
つ
の
共
通
点
は
藤
野
先
生
の

教
え
で
あ
る
『
ば
か
に
な
れ
！
』
を
共

有
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
「Stay�hungry.�Stay�foolish.

」

2005
年
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
演

説
の
有
名
な
言
葉
で
す
が
、
我
々
は
そ

の
30
年
以
上
前
に
先
生
に
そ
れ
を
教
わ

っ
た
の
で
す
。

　

高
校
ESS
は
現
在
、
そ
の
名
前
で
は
存

在
し
ま
せ
ん
が
多
士
済
々
の
活
躍
を
さ

れ
る
多
く
の
OB
が
「
英
語
の
桜
美
林
」

の
名
を
背
負
い
、
こ
れ
か
ら
も
集
散
し

続
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

75
高
校
H
・
I
組
同
窓
会

　

2
月
に
予
定
し
て
い
た
会
が
公
務
で

延
期
に
な
り
、
5
月
17
日
に
藤
崎
先
生

は
じ
め
小
林
隆
先
生
・
矢
野
宏
先
生　
　
　
　
　
　
　

を
お
迎
え
し
、
ホ
テ
ル�

ザ�

エ
ル
シ
ィ　

町
田
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
の
は
じ
め
に
は
、
毎
回
の
よ
う
に

宝
塚
か
ら
参
加
し
て
い
た
片
山
潤
君
が

4
月
に
天
に
召
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
み
ん
な
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

藤
崎
先
生
が
桜
美
林
高
校
に
赴
任
さ
れ

た
年
に
入
学
し
た
我
々
は
、
藤
崎
先
生

の
41
年
間
の
最
初
の
1
歩
か
ら
3
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
学
年
で
す
。

　

3
時
間
の
会
の
中
で
各
々
話
に
花
を

咲
か
せ
、
藤
崎
先
生
の
「
41
年
間
の
振

り
返
り
と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
の
ス

ピ
ー
チ
を
お
聞
き
し
、
矢
野
先
生
・
小

林
先
生
の
一
言
も
頂
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
3
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
2
次
会
に
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ほ

と
ん
ど
の
人
が
残
り
、
さ
ら
に
若
さ
を

誇
る
人
た
ち
は
、
朝
3
時
過
ぎ
ま
で
カ

ラ
オ
ケ
で
「
高
校
時
代
」
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

次
回
は
、
我
々
の
還
暦
と
小
林
先
生

の
傘
寿
を
迎
え
る
2017
年
の
開
催
を
予
告

し
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て

く
れ
た
み
ん
な
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
今
回
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
々
、
次
回
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

幹
事
：
松
永
伊
知
郎
・
小
板
橋
ま
す
み
・

髙
垣
真
喜

Ｂ
組　

北
村　

亮

　

4
年
ぶ
り
の
学
園
同
窓
会
を
JR
町
田

駅
そ
ば
の
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田
で
開
催

し
ま
し
た
。（
9
月
14
日
）

　

出
席
者
数
91
名
（
内
、先
生
方
7
名
）

で
過
去
最
大
規
模
の
同
窓
会
に
成
り
ま

し
た
。
早
世
さ
れ
た
同
窓
生
21
名
の
名

を
読
み
上
げ
、
佐
川
先
生
に
追
悼
ミ
サ

を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

聖
歌
隊
の
同
窓
生
の
指
導
の
下
、
校

歌
を
3
回
も
歌
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
、
主
幹
事
を

務
め
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

《
出
席
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
コ
メ
ン
ト
》

☆
名
札
に
当
時
の
写
真
が
あ
っ
た
の
は

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
歌
や

演
奏
、
変
身
企
画
等
準
備
が
大
変
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
ス
テ
キ
な
同
窓
会
に
し

て
下
さ
っ
た
幹
事
さ
ん
達
、
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
写
真
付
き
名
札
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
写
真
集
ま
で
、
こ
ん
な
に
手
を

か
け
て
下
さ
っ
た
同
窓
会
は
初
め
て
で

す
。
展
示
写
真
、
映
像
懐
か
し
か
っ
た

で
す
。
企
画
は
ど
れ
も
面
白
か
っ
た
で

す
が
、
特
に
音
楽
集
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
が
良
か
っ
た
で
す
。
幹
事
さ

ん
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
当
日
の
調
子
が
良
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
具

合
が
良
か
っ
た
の
で
出
席
、
先
生
や
皆

に
会
う
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
夜
に
な
る
と
出
席
が
難
し

く
な
る
の
で
、
15
：
00
―
18
：
00
良
か

っ
た
で

す
。
楽
し

い
時
間
を

有
難
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。
準
備

委
員
の
方

々
に
感
謝

申
し
上
げ

ま
す
。
お

疲
れ
様
で

し
た
。

２０１４年１２月１日… 同 窓 会 だ よ り … １９２号（5）

『
藤
野
英
雄
先
生
へ
の

謝
恩
の
会
』
と

桜
美
林
高
校
ESS‌

OB
会

開
催
の
ご
報
告

藤
崎
堅
信
先
生
の‌

定
年
退
職
を
祝
う
会

1969
年 

高
校
同
窓
会



小
椋　

行
夫
（
66
高
校
）

　

3
月
21
日-
22
日
早
咲
き
の
桜
の
咲

く
桜
美
林
伊
豆
高
原
ク
ラ
ブ
で
昭
和
41

年
高
校
卒
業
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
39
人
と
見
込
み
よ
り
少

な
い
人
数
で
し
た
が
全
員
宿
泊
で
、
全

館
貸
切
の
同
窓
会
で
し
た
。
60
歳
の
時

開
催
し
た
同
窓
会
以
来
5
年
ぶ
り
の
再

会
で
変
わ
ら
ぬ
元
気
さ
を
讃
え
合
い
ま

し
た
。

　

1
次
会
は
金
子
君
が
製
作
し
て
き
た

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
投
影
し
な
が
ら
の
宴
会
で
す
。

Ａ
組
か
ら
Ｊ
組
ま
で
10
ク
ラ
ス
の
全
員

の
写
真
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
47
年

前
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
話
も
弾
み
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
時
間
が

過
ぎ
て
し
ま
い
、
輪
に
な
っ
て
校
歌
を

歌
い
1
次
会
を
終
え
ま
し
た
。
全
員
宿

泊
な
の
で
帰
り
の
時
間
の
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
2
次
会
は
2
階
の
サ
ロ
ン
に

持
参
し
た
飲
み
物
、
お
つ
ま
み
、
果
物

を
持
ち
込
ん
で
1
次
会
の
続
き
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
話
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
話
、
今
回
来
な
か
っ
た
人
の

消
息
、
す
で
に
他
界
し
た
人
の
思
い
出

話
な
ど
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
も

時
間
ま
で
懇
談
し
次
は
3
次
会
で
す
。

3
次
会
は
野
球
部
の
人
た
ち
の
部
屋
に

な
だ
れ
込
み
ま
し
た
。
今
回
野
球
部
は

7
人
来
て
お
り
2
部
屋
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
話
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、
0
時
を
回
る
こ
ろ
に
な
る
と

一
人
二
人
と
自
室
に
戻
る
人
が
増
え
ま

し
た
。

　

全
館
貸
切
の
同
窓
会
は
周
囲
に
気
を

使
う
こ
と
も
な
く
十
分
楽
し
め
て
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
伊
豆
高
原

ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
も
親
切
に
対
応
し
て

く
だ
さ
り
満
足
の
ゆ
く
宿
泊
同
窓
会
で

し
た
。
翌
日
朝
食
後
次
回
の
元
気
な
再

会
を
誓
い
合
い
散
会
し
ま
し
た
。
出
席

さ
れ
た
皆
様
、
幹
事
の
皆
様
、
伊
豆
高

原
ク
ラ
ブ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1983
年 

高
校
同
窓
会

　
　
30
周
年
大
同
窓
会

齊
藤　

真
理
子
（
83
高
校
）

　

10
月
12
日
ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣

に
て
、
初
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

高
校
を
巣
立
っ
て
ち
ょ
う
ど
30
年
。

高
校
か
ら
続
く
親
友
達
と
た
ま
に
会
う

事
は
あ
っ
て
も
、
同
窓
会
と
な
る
と
な

か
な
か
集
う
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
折
、
年
明
け
早
々
に
同
窓

生
の
訃
報
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
担

任
の
一
人
の
大
川
道
代
先
生
や
７
名
の

同
窓
生
の
永
眠
者
が
い
る
事
を
思
い
、

30
年
の
節
目
で
も
あ
る
年
に
、
大
切
な

仲
間
達
と
集
ま
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
30
年
ぶ
り
の
初

の
同
窓
会
で
し
た
が
大
勢
の
方
の
協
力

を
得
て
、
住
所
不
明
者
も
沢
山
知
ら
せ

て
く
れ
、
350
名
程
に
案
内
状
の
発
送
が

出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
先
生
方
8
名
、
同
窓
生
121
名

が
集
ま
り
、
歓
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

あ
が
る
中
、
青
春
時
代
に
戻
っ
て
思
い

出
話
を
し
た
り
、近
況
報
告
を
し
た
り
、

学
校
紹
介
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
も

あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
2
時
間
で
し

た
。
2
次
会
に
も
73
名
が
残
り
ま
し
た

し
、
3
次
会
も
終
電
を
逃
す
ほ
ど
の
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

　

30
年
も
の
月
日
が
経
っ
て
い
て
も
、

一
瞬
で
あ
の
頃
に
戻
っ
て
う
ち
と
け
て

仲
間
と
話
せ
る
の
は
、
良
い
と
こ
悪
い

と
こ
解
っ
て
く
れ
て
い
て
、
飾
る
必
要

が
な
い
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
か
ら
…
。

同
じ
時
を
過
ご
し
た
素
晴
ら
し
い
仲
間

達
に
再
会
で
き
て
、
参
加
者
全
員
が
満

ち
足
り
た
思
い
で
家
路
に
つ
い
た
事
で

し
ょ
う
。
き
っ
と
永
眠
さ
れ
た
方
々
も

目
を
細
め
て
楽
し
い
様
子
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
30
年
後
と
は
言
わ
ず
に
、
今
度

は
数
年
後
に
機
会
を
作
っ
て
同
窓
会
を

行
お
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
同
窓
生

の
皆
さ
ん
、
ま
た
き
っ
と
元
気
に
再
会

し
ま
し
ょ
う
。

大
学
陸
上
部
・
箱
根
駅
伝
予
選
会

初
出
場
　
大
健
闘
29
位
！

　

10
月
18
日
（
土
）
立
川
の
昭
和
記
念

公
園
に
て
行
わ
れ
た
箱
根
駅
伝
の
予
選

会
に
初
出
場
し
ま
し
た
。
で
き
た
ば
か

り
の
陸
上
部
で
1
年
生
だ
け
と
い
う
チ

ー
ム
構
成
で
し
た
が
、
真
也
加
・
ス
テ

フ
ァ
ン
監
督
の
も
と
48
チ
ー
ム
中
29
位

と
い
う
大
健
闘
（
読
売
新
聞
）
の
成
績

を
残
し
、
数
年
後
の
本
選
出
場
へ
期
待

を
持
た
せ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
も
応
援
に
駆
け
付
け
、

ケ
ニ
ア
か
ら
の
留
学
生
ラ
ザ
ラ
ス
・
モ

タ
ン
ヤ
選
手
他
躍
動
す
る
選
手
た
ち
の

姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
他
大
学
の
卒
業
生
の
数
や

旗
の
多
さ
を
見
る
と
、
来
年
は
も
っ
と

多
く
の
現
役
生
や
卒
業
生
に
応
援
に
駆

け
付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
告
知
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
同
窓
会

だ
よ
り
」
は
も
と
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１９２号… 同 窓 会 だ よ り … ２０１４年１２月１日（6）

昭
和
41
年
高
校
卒
業

同
窓
会
報
告

トップ集団を走るラザラス・モ
タンヤ選手

力走した選手たち



内
桶　

孝
雄
（
85
大
中
）

　

昨
年
の
6
月
8
日
、
町
田
の
中
国
名

菜　

翠
園
で
、
社
会
福
祉
研
究
会
OB
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
を
創
設
さ
れ
た

先
輩
方
や
、
点
字
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
輩
な
ど
、
78
年
度
か
ら
88
年
度
卒

業
ま
で
の
部
員
が
総
勢
30
名
！
久
し

ぶ
り
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

何
十
年
ぶ
り
か
の
再
会
と
い
う
部
員

も
い
て
、「
え
っ
と
〜
？
」
と
、
顔
や

名
前
を
思
い
出
す
の
に
時
間
が
か
か
る

人
も
い
ま
し
た
が
！
？
な
つ
か
し
い

時
間
を
共
有
し
た
仲
間
と
の
再
会
と
い

う
こ
と
で
、
空
白
の
時
間
な
ど
す
ぐ
に

吹
き
飛
び
ま
し
た
。「
さ
っ
き
ま
で
部

活
を
し
て
た
み
た
い
！
」
と
の
声
が
あ

が
り
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
く
つ
ろ
い

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
部
誌
や
合
宿
の
写
真
な
ど
、

懐
か
し
い
品
々
を
持
ち
寄
っ
て
み
ん
な

で
回
し
見
し
た
り
、
合
宿
で
点
字
練
習

を
し
た
こ
と
や
手
話
で
歌
を
習
い
発
表

し
た
こ
と
な
ど
の
思
い
出
を
語
り
合
っ

た
り
と
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
地
味
な
サ
ー
ク
ル
に
思
わ
れ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
？
）、
週

4
日
の
学
内
活
動
の
他
、
バ
ッ
ト
博
士

記
念
ホ
ー
ム
や
鶴
川
学
園
で
の
労
作
活

動
、
障
害
児
童
の
た
め
の
子
供
会
、
ド

ー
マ
ン
法
機
能
回
復
訓
練
の
手
伝
い
な

ど
、
各
自
が
興
味
に
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
短

大
の
部
員
も
大
学
の
部
員
も
、
そ
れ
ぞ

れ
充
実
し
た
2
年
、
4
年
を
過
ご
し
た

サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
卒
業
後
も
福
祉
の

道
に
進
ん
だ
仲
間
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

当
日
は
予
定
外
の
3
次
会
ま
で
開
か

れ
、
深
夜
ま
で
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
！
今
回
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
仲
間
も
い
ま
し
た
。
再
度
集
ま
る
こ

と
を
約
束
し
て
め
で
た
く
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

感
謝
の
誌
代

１
０
、
０
０
０
円�

村
田
知
英
子

　

５
、
０
０
０
円�

吉
澤　

明
子

　

５
、
０
０
０
円�

�

井
馬　

栄
一

　

５
、
０
０
０
円�

新
森
百
合
子

特
別
会
費
御
協
力
に
つ
い
て

　

同
窓
会
規
約
に
よ
り
、
卒
業
後
十
年

経
っ
た
同
窓
生
に
一
口
五
千
円
の
特
別

会
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
「
同
窓
会
だ
よ

り
」
で
は
納
入
頂
い
た
方
の
氏
名
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
特
別
会
費
は
同
窓

会
運
営
の
大
切
な
財
源
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
未
納
の
方
、
こ
れ
か
ら
該
当
さ

れ
る
方
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
会
費
御
協
力
者
一
覧

伊
東　

茂
治　
　
　
　

83
大
経

石
川　
　

敏　
　
　
　

83
大
経

井
上
富
美
子　
　
　
　

83
短
家

森　
　

智
子　
　
　
　

03
大
総

小
林　
　

休　
　
　
　

83
高
校

野
中
美
樹
子
（
佐
藤
）
93
大
英

松
村　

祐
希
（
坂
本
）
93
短
英

岩
下　
　

浩　
　
　
　

83
大
経

森
口　

修
三　
　
　
　

03
院
人

山
岸　

久
夫　
　
　
　

83
大
経

佐
伯
美
智
子　
　
　
　

83
大
英

安
藤　

節
子　
　
　
　

03
院
言

阿
部
貴
美
子　
　
　
　

83
大
商

秋
本　

恵
子　
　
　
　

02
高
校

山
岡　

一
富　
　
　
　

83
大
商

結
城　

芳
子　
　
　
　

64
短
英

蒲
生　

晃
子　
　
　
　

83
大
英

青
野　

玲
子
（
山
崎
）
93
大
国

出
家　

三
士　
　
　
　

83
大
商

濱
中
克
比
古　
　
　
　

70
大
英

谷
合
美
佐
子　
　
　
　

93
大
英

崎
濱　

清
子　
　
　
　

83
短
英

❖
訃
報�

（
　
）
内
は
旧
姓

佐
川　

俊
也　
　
　

教
員　

14
・
09

熊
澤
八
也
子　
　
　

職
員　

14
・
08

吉
沢　
　

勝　
　
　

74
高
校
13
・
06

河
井　

正
敏　
　
　

54
中
学
13
・
12

月
舘
栄
子
（
木
村
）
82
短
英
13
・
08

石
井
芳
江
（
葉
坂
）
83
大
経
14
・
04

馬
場
季
美
江　
　
　

73
短
英
13
・
11

小
川　

隆
通　
　
　

59
短
英
14
・
04

村
木　

淑
子　
　
　

77
短
家

片
桐
芳
枝
（
小
山
）
65
高
校
12
・
08

大
村　

一
也　
　
　

50
中
学
14
・
04

竹
下
玉
枝
（
田
所
）
48
中
学

輪
違
い
ず
み（
永
田
）83
短
家

村
井　
　

良　
　
　

55
高
校
14
・
07

金
子　

幸
雄　
　
　

68
高
校
14
・
01

久
保
田　

香　
　

69
高
校
08

熊
井　

和
子　
　

69
高
校
13
・
08

元
村
郁
子（
藤
原
）69
高
校

中　
　
　

稔　
　

69
高
校

中
村　

光
男　
　

69
高
校
11

横
山　

敏
夫　
　

69
高
校
11

交
告　

日
生　
　

69
高
校
11

山
口　

章
雄　
　
　

48
中
学
14
・
08

宇
佐
美
し
げ
み（
山
口
）
81
短
家

渡
辺　

政
光　
　
　

77
大
商

米
田　

博
江　
　
　

73
短
家
14
・
05

佐
藤
幸
代
（
松
永
）
64
短
家
14
・
06

江
藤
八
重
子（
宮
野
）66
高
校
14
・
09

◇
御
嶽
山
に
て
、
被
災
さ
れ
た
同
窓
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

 【
学
園
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
遺
贈
に
よ
る
寄
付
制
度
」

　

遺
言
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
遺

言
書
の
保
管
、
遺
言
の
執
行
ま
で
信
託

銀
行
が
一
貫
し
て
行
う
遺
言
信
託
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
桜
美
林
学
園
へ

の
遺
贈
を
希
望
さ
れ
る
方
々
の
思
い
を

円
滑
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

募
金
担
当
（
０
４
２
―

７
９
７
―

９
９
７
７
）ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
る
か
、

提
携
し
て
い
る
三
井
住
友
信
託
銀
行
へ

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
三
井
住
友
信

託
銀
行　

相
続
遺
言
相
談
デ
ス
ク　

０
１
２
０
―

１
８
１
―

５
３
６　
　

詳
し
く
は
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ま

た
は
「
桜
美
林
遺
贈
」
で
検
索
。

結

婚

し
ま
し
た

掲
載
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
そ
の
旨
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

同期会より届出
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社
会
福
祉
研
究
会
OB
会



広
げ
よ
う

  
オ
ビ
リ
ン
ナ
ー
の
輪

祝発会！ 新たに兵庫支部が誕生しました！
　

8
月
23
日
（
土
）、
芦
屋
マ
リ
ー
ナ
内

レ
ス
ト
ラ
ン�
マ
ー
ロ
ッ
ソ
に
お
い
て
、

兵
庫
支
部
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

23
名
の
同
窓
生
、
学
園
関
係
者
が
集
ま

り
、
支
部
長
に
選
任
さ
れ
た
バ
ル
ク
良

子
さ
ん
（
57
短
英
卒
）
の
も
と
兵
庫
支

部
の
発
会
を
祝
い
ま
し
た
。

　

目
の
前
に
海
が
広
が
り
、
白
い
ヨ
ッ
ト
が
浮

か
ぶ
、
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
兵
庫
支
部

発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
美
林
で
過
ご
し

た
年
代
が
異
な
る
卒
業
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
出
を
語
り
、
懐
か
し
い
先
生
方
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
、
歌
あ
り
笑
い
あ
り
で
、
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
の
後
、
バ
ル
ク
夫
妻

が
運
営
さ
れ
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
へ
移
動
し
、
ス
ク
ー
ル
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ル
ク
夫
妻
の
オ
フ
ィ

ス
兼
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
で
、
再
び
歓
談
を

楽
し
み
ま
し
た
。
初
対
面
、
初
参
加
の
メ
ン
バ

ー
も
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、
桜
美
林
に
通
っ
た

と
い
う
共
通
点
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
も
楽
し
い

時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
に
驚
き
と
共
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
発
起
人
の
バ
ル
ク
さ
ん

を
は
じ
め
、
50
代
〜
70
代
の
方
々
の
パ
ワ
ー
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
刺
激
を
受
け
た
こ

と
で
す
。
知
り
合
い
が
い
な
い
中
で
の
参
加
で

し
た
の
で
、
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
今
回
参

加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

�

女
性
参
加
者
（
00
大
国
卒
）
よ
り

　

6
月
14
日
（
土
）、
滋
賀
リ
・
ユ
ニ
オ

ン
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

第
4
回
目
の
今
年
は
、
例
年
高
島
市

内
で
行
っ
て
い
た
会
場
を
琵
琶
湖
の
向

か
い
側　

近
江
八
幡
市
へ
移
し
て
の
開

催
。
い
つ
も
と
違
う
地
の
利
で
多
く
の

参
加
者
を
期
待
し
た
も
の
の
少
人
数
で

の
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
園
の
昨
今

の
様
子
に
自
分
の
思
い
出
話
し
を
重
ね

て
話
し
は
弾
み
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
は
近
江
兄
弟
社
の

池
田
学
園
理
事
長
が
お
見
え
に
な
り
、

安
三
先
生
と
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ

ん
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ

い
ま
し
た
。

　

清
水
安
三
先
生
の
生
ま
れ
故
郷
で
も

あ
る
滋
賀
支
部
で
は
、
安
三
先
生
の
お

誕
生
日
（
6
月
1
日
）
を
記
念
し
、
毎

年
6
月
に
支
部
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
滋
賀
県
、
並
び
に
近
隣
に
お
住
ま

い
の
同
窓
生

の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
度
足

を
お
運
び
下

さ
い
！

滋賀リ・ユニオンへご参加の皆さんからひと言メッセージをいただきました
（昔の話しですが ･･･）文哉館のうどんがとっても美味しかったです。（76 大中　山本　稔）

清水安三記念館へぜひお立ち寄り下さい。お待ちしております。（66 短英　一井久子）

野球部に所属の頃は、ウォーミングアップでよく復活の丘を走りました。
（90 大商　野田幸雄）

桜美林の想い出、安三先生の想い出、町田の想い出。すべてが大事。
（85 大商　大澤規夫）

近江兄弟社学園、池田理事長にご挨拶いただき、また素晴らしい時間を
過ごすことができ感謝です。（77 大経　岡本三四ニ）

滋
賀
支
部

 
 2014.06.14

１９２号… 同 窓 会 だ よ り … ２０１４年１２月１日（8）

2014年4月～9月

支部会開催報告



　

ホ
テ
ル�

横
浜
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

に
て
、
第
7
回
横
浜
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
37
名
。

年
齢
層
も
幅
広
く
、
学
園
生
活
時
代
の
話

か
ら
自
分
の
子
供
た
ち
の
進
学
問
題
ま
で

様
々
な
話
題
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

田
中
支
部
長
は
「
も
っ
と
若
い
人
た
ち

が
参
加
し
易
い
会
を
目
指
し
た
い
。
新
し

い
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
す
。」
と
挨
拶
の
中
で
話
さ
れ
、

今
後
更
に
横
浜
支
部
の
活
動
に
力
を
注
い

で
い
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
更
に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

横浜リ・ユニオンへご参加の皆さんからひと言メッセージをいただきました
第 7回横浜リ・ユニオンに参加しました。楽しいです。皆様参加しましょう。（91 大商　堀井雅幸）

川村先生お元気ですか。お会いしたいです。（78 短英　中山克枝）

色々な昔話ができ元気になりました。またぜひ参加したいと思います。（90 大経　博山広忠）

只今、家族がKLに移住しています。将来は娘を母校に留学させたいです。（84 大商　ガッちゃん）

待望館のサービスカレーが忘れられません。（86 大中　山本美浩）

横浜リ・ユニオンに出席してとても楽しかったです。（86 高校　岩下由美子）

久々に懐かしいお話しを聞けて、とても楽しかったです。またよろしく！（82 高校　関根朋子）

群馬リ・ユニオン開催案内
❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈

日程：2015 年1月31日（土）～ 2月1日（日）

詳細はHPをご覧ください！

大阪リ・ユニオン開催案内
❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈

日時：2015 年 2月 15日（日）

詳細はHPをご覧ください！

千葉リ・ユニオン開催案内
❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈

日時：2015 年 2月 7日（土）17：00～

会場：ホテルニューオータニ幕張

会費：￥7,000－

横
浜
支
部

 
 2014.09.06

同窓会ホームページトップ画面で今後の
支部会、また各クラス会、クラブOB会等の
開催情報を掲載しております。ご覧ください。

２０１４年１２月１日… 同 窓 会 だ よ り … １９２号（9）

北
海
道
支
部

 
 2014.07.26

　
「
え
ー
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
の
⁉
」

　
「
す
ご
い
ね
ー
‼
」

　

学
園
の
最
新
映
像
を
見
な
が
ら
、
驚
き
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
私
た
ち
の
頃
は

ね･･･

」
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
は
続
き
ま
す
。

　

今
年
の
北
海
道
支
部
会
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
。
目
の
前
に
映
し
出
さ
れ
る
光
景
へ

の
感
嘆
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
前
に
は
、
新
幹
事
か
ら
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
持
た
れ
ま
し
た
。

北
海
道
は
広
い
の
で
、
参
加
者
を
ど
う
や
っ
て

増
や
す
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
議
題
が
40
分

近
く
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
道
産
子
気
質
な
の

か
、
オ
ベ
リ
ン
ナ
ー
気
質
な
の
か
、
印
象
は
「
み

ん
な
真
面
目
だ
ナ
〜
」
で
す
。

　

そ
し
て
喉
が
渇
い
た
と
こ
ろ
で
乾
杯
。
一
気

に
宴
会
モ
ー
ド
に
な
り
料
理
の
追
加
、
時
間
延

長
と
夏
の
一
夜
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
終
わ
ら
ず
、
ピ
ア
ノ
の
調

べ
を
聴
き
な
が
ら
の
二
次
会
へ
と
足
を
向
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
9
名
。
今
回
は
話
し
に
夢
中
に
な
り

過
ぎ
写
真
を
撮
り
忘
れ
ま
し
た
。

　

次
回
に
乞
う
ご
期
待
！

�

加
藤　

崇
（
69
大
英
卒
）

皆さまのご参
加を

お待ちしてい
ます



中
山　

克
枝　

78
短
英　

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

息
子
は
社
会
人
、
娘
も
大
学
生
に
な
り

ま
し
た
。
卒
業
し
て
36
年
、
結
婚
し
28

年
、
月
日
の
流
れ
の
は
や
さ
を
感
じ
ま

す
。
な
か
な
か
伺
え
ず
大
変
申
し
訳
な

く
思
い
ま
す
。
川
村
先
生
お
元
気
で
す

か
。
年
賀
状
お
出
し
し
て
も
戻
っ
て
き

て
し
ま
い
、お
会
い
し
た
い
の
で
す
が
。

春
日　

省
二　

74
大
経（

福
島
県
郡
山
市
）

　

大
学
の
発
展
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
経
過
し
、

福
島
県
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
だ
ま
だ

大
変
な
情
況
で
す
。
昨
年
七
月
郡
山
に

て
卒
業
生
の
方
と
の
会
が
催
さ
れ
有
意

義
な
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
共
大
学
の
更
な
る
発
展
と
皆

様
方
の
御
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

高
橋　

幸
枝　

崇
貞
19

（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

　

桜
美
林
創
設
時
よ
り
安
三
先
生
と
仕

事
を
し
て
、
現
在
97
才
で
と
も
か
く
現

役
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
北
京
で
安

三
先
生
に
医
者
に
な
れ
と
す
す
め
ら

れ
、
帰
国
、
福
島
大
学
に
入
学
、
医
師

と
な
り
、
在
学
中
終
戦
と
な
り
、
桜
美

林
診
療
所
を
開
い
た
の
で
す
。
色
々
話

し
は
つ
き
ま
せ
ん
が
取
り
急
ぎ
ま
だ
生

き
て
い
る
報
告
で
す
。

蔦
田　

康
毅　

83
大
中　

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　

母
校
か
ら
の
便
り
、
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と

に
、
発
展
し
て
ゆ
く
姿
に
卒
業
生
と
し

て
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
東
京

の
華
人
教
会
で
牧
師
を
し
つ
つ
、
少
し

は
安
三
先
生
の
足
跡
に
倣
っ
て
い
る
の

か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
つ
か
は

リ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
、
と
願
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
第
1
土
曜
は
教
会
の
定
例
会

議
が
あ
り
、
今
年
も
失
礼
致
し
ま
す
。

母
校
が
神
の
恵
み
に
よ
り
益
々
発
展
す

る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
…

中
田　

吉
紀　

81
大
中　（

千
葉
県
柏
市
）

　

昨
年
「
桜
美
林
大
学
・
短
期
大
学
社

会
福
祉
研
究
会
」
OB
会
が
久
し
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
田
中
国
名
菜
翠

園
で
懐
か
し
い
か
つ
て
の
同
志
が
想
い

出
の
写
真
や
発
行
物
「
ひ
よ
こ
」
を
持

ち
寄
り
、
青
春
の
時
に
〝
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
〟
し
ま
し
た
。
主
に
1978
年
〜
1984
年

位
ま
で
に
在
部
し
た
仲
間
。
私
は
こ
の

部
を
通
し
て
障
が
い
児
者
と
触
れ
合

い
、
そ
れ
が
肢
体
不
自
由
教
育
の
道
を

開
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
を
卒

業
し
て
33
年
、
や
は
り
同
好
の
仲
間
と

の
目
的
に
向
か
っ
て
活
動
を
共
有
し
た

体
験
は
生
涯
の
宝
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
学
友
と
の
絆
を
今
後
も
大
切
に
生

き
て
い
き
ま
す
。
幹
事
の
方
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

田
村　

和
子　

73
短
英　（

東
京
都
狛
江
市
）

　

い
つ
も
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
191
号
の
編
集
後
記
に
川
村
健

爾
先
生
が
ご
健
在
、
お
元
気
と
伺
い
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
60
才

ぐ
ら
い
で
ト
ロ
ト
ロ
し
て
い
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
子
供
達
も
一
人
立
ち

し
、
夫
と
二
人
仲
良
く
過
し
て
ゆ
き
ま

す
。
筋
ト
レ
、
茶
道
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

ピ
ア
ノ
、
マ
リ
ン
バ
、
キ
ル
ト
と
私
は

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
夫
は
…
。
ど
な

た
か
60
の
お
じ
さ
ん（
お
じ
い
さ
ん
？
）

の
仕
事
以
外
の
生
活
、
教
え
て
く
だ
さ

い
。

百
瀬　

俊
子　

70
短
英　（

長
野
県
松
本
市
）

　

在
学
当
時
、
伊
豆
高
原
ク
ラ
ブ
（
当

時
伊
豆
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
言
っ
た
と

思
う
）
と
共
に
、
長
野
県
の
小
諸
に
小

諸
山
荘
も
あ
っ
て
そ
こ
で
一
泊
し
た

時
、
安
三
学
長
先
生
も
お
い
で
で
お
話

を
聞
い
た
り
、
安
三
先
生
と
握
手
し
て

頂
い
た
先
生
の
手
の
感
触
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
他
の
大
学
だ
っ
た
ら
〝
学
長

先
生
の
顔
も
知
ら
な
か
っ
た
〟
と
か
聞

く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
桜
美
林
は
家
庭

的
で
あ
た
た
か
い
学
園
で
し
た
。
今
で

も
ず
っ
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

細
谷　

朋
子　

01
大（
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

　

22
歳
で
卒
業
し
て
、
今
年
で
35
歳
。

大
学
生
だ
っ
た
頃
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
が
も
う
13
年
も
前
の
こ
と

な
の
で
す
ね
。
昨
年
、
主
人
の
仕
事
で

ド
イ
ツ
に
て
1
年
間
暮
ら
す
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と

に
現
地
で
大
学
時
代
の
仲
間
に
再
会
。

現
地
採
用
で
働
い
て
い
る
と
い
う
彼
女

は
と
て
も
素
敵
で
自
信
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。
他
に
も
同
級
生
や
仲
間
た
ち
が

海
外
で
活
躍
し
て
い
る
話
を
聞
く
こ
と

も
あ
り
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
も
更
に
向
上
心
を
持
っ
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

青
木　

寿
美
子　

76
高
校　

（
香
川
県
高
松
市
）

　

い
つ
も
同
窓
会
だ
よ
り
を
お
送
り
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夫
の
転

勤
で
18
年
ぶ
り
二
度
目
の
高
松
で
す
。

住
所
変
更
が
遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
何
度
も
転
送
し
て
い
た
だ
き（
も

う
1
年
8
ケ
月
高
松
の
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
お
り
ま
す
。）
や
っ
と
ペ
ン

を
と
る
有
様
、
す
み
ま
せ
ん
。
以
前
、

高
松
で
お
世
話
に
な
っ
た
友
人
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
捜
し
か
ら
、
引
越
の
お
手
伝

い
ま
で
し
て
頂
き
、
涙
が
出
る
程
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
当
時
、
子
供
が
幼
稚
園

〜
小
学
校
を
共
に
し
た
マ
マ
友（
4
人
）

の
再
会
で
、
毎
月
女
子
会
（
？
）
を
開

き
、
お
互
い
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
お

り
ま
す
。
友
達
は
財
産
・
宝
で
す
。

野
口　

真
紀　

96
大
国　（

東
京
都
杉
並
区
）

　

会
社
内
で
桜
美
林
卒
の
人
を
見
つ
け

た
り
、
子
供
の
通
う
小
学
校
の
PTA
で
オ

ビ
リ
ン
ナ
ー
を
見
つ
け
る
度
に
意
気
投

合
し
て
い
ま
す
。
学
部
や
卒
業
し
た
年

が
違
っ
て
も
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ん
だ
仲
間
に
出
会
え
る
と
嬉
し
い
も
の

で
す
。
桜
美
林
が
大
好
き
で
す
。

奥
山　

遙　

95
高
校　（

大
阪
府
茨
木
市
）

　

藤
野
先
生
、
長
い
間
お
つ
か
れ
様
で

し
た
！
先
生
の
歴
史
の
授
業
が
大
好

き
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
田　

幸
子　

83
短
英　（

秋
田
県
雄
勝
郡
）

　

拝
啓　

新
緑
の
候
い
つ
も
会
報
を
お

送
り
下
さ
っ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
ま
り
TV
を
見
る
こ
と
の

な
い
私
で
す
が
、
朝
の
ド
ラ
マ
「
花
子

と
ア
ン
」
を
久
し
ぶ
り
に
見
る
様
に
な

り
ま
し
た
。
主
人
公
の
志
の
高
さ
や
、

周
囲
の
応
援
し
て
下
さ
る
あ
た
た
か
な

ま
な
ざ
し
に
、
自
分
の
学
生
時
代
を
重

ね
て
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
二
年
間

の
短
大
生
活
で
出
会
っ
た
友
と
は
、
お

互
い
に
帰
郷
し
て
か
ら
も
、
結
婚
後
も

お
つ
き
あ
い
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
の
191
号
10
ペ
ー
ジ
は
あ
り
が
た
い

内
容
で
し
た
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
健
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康
が
守
ら
れ
て
、
母
校
が
益
々
発
展
し

て
ゆ
か
れ
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。�

敬
具

清
水　

和
俊　

94
大
国　（

長
野
県
大
町
市
）

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

プ
ロ
の
翻
訳
家
へ
の
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
辞
書
で
英
文
と
日
本
文
を
見
て
理

解
し
て
暗
記
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

English�Business

も
あ
が
っ
た
り
で

す
。
日
本
語
は
、
又
辞
書
で
意
味
を
理

解
し
暗
記
し
ま
す
。こ
れ
が
土
台
で
す
。

ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
（
エ
リ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
）
と
英
文
学
の
数
冊
も
丸
暗
記

し
ま
す
。
基
礎
が
で
き
た
ら
人
文
、
社

会
、
自
然
の
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
枠
を

こ
え
て
英
文
と
日
本
文
で
応
用
し
ま

す
。
桜
美
林
学
園
様
に
は
、
本
当
に
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。す
み
ま
せ
ん
。

い
つ
か
、
安
三
先
生
の
よ
う
に
、
世
界

へ
向
け
て
、Love�and�Peace

を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
！
桜

美
林
学
園
は
、
最
高
で
ー
す
！�

小
山　

昌
子　

72
短
英　

（
長
野
県
北
安
曇
郡
）

　

同
窓
会
だ
よ
り
が
届
く
た
び
に
若
か

り
し
頃
の
事
を
昨
日
の
事
の
様
に
思
い

出
し
現
代
の
進
化
に
昔
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
て
い
ま
す
。
人
々
と
の
関
わ
り

や
先
生
方
と
の
思
い
出
、
卒
業
で
の
お

別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
同
級
生

は
今
ど
ん
な
く
ら
し
を
し
て
い
る
か
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
年
は
と
っ

て
い
ま
す
が
…

石
川　

昌
代　

74
短
英　（

東
京
都
町
田
市
）

　

藤
野
先
生
、
長
い
教
員
生
活
無
事
に

終
わ
ら
れ
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
先

生
は
私
が
、
高
三
（
Ｓ
47
年
4
月
）
の

時
の
学
年
に
初
め
て
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
若
く
て
パ
リ
パ
リ
「
頑
張
っ
て
や

っ
て
い
く
ぞ
ー
」
と
感
じ
る
程
、
パ
ワ

ー
い
っ
ぱ
い
の
先
生
で
し
た
。
卒
業
時

に
先
生
か
ら
一
言
ア
ル
バ
ム
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
事
を
思
い
出
し
開
い
て
見

ま
し
た
。（
抜
粋
）
君
の
行
か
ん
と
す

る
道
は
、
遠
く
長
い
平
ら
な
所
も
あ
れ

ば
坂
も
あ
る
茨
の
道
も
あ
る
か
も
し
れ

ず
、
こ
の
自
分
の
道
を
素
直
な
心
を
も

っ
て
前
進
し
て
欲
し
い
（
Ｓ
48
・
3
・

8
）
42
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
素
直
な

心
を
持
つ
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
先
生
が
再
び
教
壇
に
立
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
耳
に
し
た
時
に
は
藤
野

先
生
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
歳
を

重
ね
ま
す
と
同
窓
会
だ
よ
り
の
重
さ
を

感
じ
育
て
て
下
さ
っ
た
母
校
に
特
別
の

思
い
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

明
間　

加
寿
子　

80
大
経　

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
5
年
間
過
ご
し
日

本
へ
戻
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
介
護

と
い
う
も
の
が
待
っ
て
ま
し
た
。
落
ち

着
か
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
れ
や
こ
れ
や
と
一
つ
一
つ
毎
日
こ
な

し
な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
い
つ

も
同
窓
会
だ
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

大
貫　

章　

77
高
校　（

千
葉
県
白
井
市
）

　

昭
和
53
年
高
校
卒
で
す
。（
す
で
に

退
職
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
）

国
語
の
武
内
先
生
が
担
任
の
ク
ラ
ス
で

し
た
。
先
日
は
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を

送
っ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
今
は
、
千
葉
県
在
住
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

園
田　

美
穂
子　

79
高
校　

（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
画
家
と
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
月
刊
「
武
道
」（
日
本
武
道

館
発
行
）
の
挿
絵
の
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
桜
美
林
高
校
の
剣
道
部
の

お
話
を
連
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
伊
藤

先
生
や
友
人
の
名
前
を
見
て
と
て
も
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
近
日
中
に
自
誌

を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

高
橋　

祐
之　

79
大
英（

千
葉
県
千
葉
市
）

　

同
窓
会
だ
よ
り
を
お
送
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
桜
美
林
大

学
を
卒
業
し
て
早
い
も
の
で
34
年
が
経

ち
ま
す
。
群
馬
支
部
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
の

写
真
の
中
に
二
人
の
同
期
が
映
っ
て
お

り
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
る
姿
に
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
今
度
、
立
ち
寄
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
正　

和
佳
子　

68
短
英　

（
岩
手
県
滝
沢
市
）

　

短
大
英
を
卒
業
し
て
か
ら
45
年
に
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
届
く
同
窓
会
だ
よ

り
等
に
桜
美
林
の
空
気
を
感
じ
て
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
必

ず
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
崎　

靖
子　

79
大
商　（

長
野
県
上
田
市
）

　

同
窓
会
だ
よ
り
を
い
つ
も
送
っ
て
下

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し

み
に
、
い
つ
も
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
が
発
展
し
て
い
る
こ
と
、
と
て
も

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
日
大
学

時
代
の
友
人
を
亡
く
し
て
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
今
い
る
友
人
を
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
皆
様
の
御
健
康
と
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

五
木
田　

淳　

05
大
言
コ
ミ　

（
千
葉
県
市
川
市
）

　

定
期
的
な
こ
の
同
窓
会
だ
よ
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら

早
い
も
の
で
8
年
が
経
ち
、
足
を
運
ぶ

機
会
も
時
間
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
気
持
ち
が
思
い
出
さ
れ
、
初
心

に
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
く
に
伺
っ
た
際
は
フ
ラ
ッ
と
寄
ら
せ

て
頂
き
た
い
で
す
。
母
校
の
活
気
は
や

は
り
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。
今
後
も
楽

し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

浅
井　

真
理　

68
高
校（

東
京
都
府
中
市
）

　

同
窓
会
だ
よ
り
、
毎
回
楽
し
く
懐
か

し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
学
園
を
巣
だ

っ
て
か
ら
、
40
年
以
上
の
月
日
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
今
も
色
々
な
出
来
事
は
私

の
宝
物
と
し
て
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
園
の
ニ
ュ
ー
ス
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
古
稀
の
礼
拝
に
出

席
す
る
ま
で
元
気
で
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す

齋
藤　

香
里　

08
大（
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）　

（
東
京
都
小
金
井
市
）

　

2009
年
に
卒
業
し
た
者
で
す
。
結
婚
し

て
子
供
も
産
ま
れ
ま
し
た
。
も
し
又
大

学
生
に
戻
れ
る
の
な
ら
ば
当
時
の
夢
だ

っ
た
CA
に
な
り
た
い
。
目
指
し
た
い
で

す
！

加
松　

琴
子　

11
大（
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
学
群
）　

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

桜
美
林
大
学
卒
業
後
、
韓
国
ソ
ウ
ル

の
大
学
院
へ
進
み
ま
し
た
。
只
今
、
韓

国
語
教
師
、
外
国
人
向
け
の
日
本
語
教

師
目
指
し
、
勉
強
中
で
す
。
頑
張
っ
て

ま
ぁ
〜
す
。
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空
の
下
で
自
然
を
楽
し
み
つ
つ
、
秋
の

一
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

草
滑
り
で
は
、
最
初
は
み
ん
な
お
尻

に
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
滑
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
、
立
っ
て
サ
ー

フ
ィ
ン
の
よ
う
に
滑
る
園
児
、
み
の
虫

の
よ
う
に
身
体
に
ま
き
つ
け
て
、
ご
ろ

ご
ろ
と
回
り
な
が
ら
落
ち
て
い
く
園
児

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
方
を
工
夫
し

て
遊
び
始
め
ま
し
た
。
決
め
ら
れ
た
形

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発

想
で
遊
び
を
工
夫
し
た
り
、
汗
を
い
っ

ぱ
い
か
き
な
が
ら
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を

走
り
回
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
れ
ほ

ど
豊
か
な
育
み
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
心
身
の
発
達

に
ど
れ
ほ
ど
大
切
で
あ
る
か
は
今
更
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

聖
書
に
は
、「
主
は
必
ず
良
い
も
の

を
お
与
え
に
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
地

は
実
り
を
も
た
ら
す
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、「
主
に
望
み
を
お
く

行
事
企
画
委
員
長　

藤
田
学

　

秋
晴
れ
の
9
月
20
日
（
土
）、
21
日

（
日
）、「
新
華
繚
乱
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

第
47
回
桜
空
祭
（
お
お
ぞ
ら
祭
）
が
開

か
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
父

母
、
地
域
の
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
桜

美
林
へ
の
進
学
を
考
え
て
下
っ
て
い
る

親
子
、
多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
同
窓
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
桜

美
林
グ
ッ
ズ
の
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
、

パ
ネ
ル
展
示
や
「
安
三
先
生
と
桜
美
林

の
歴
史
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
桜
美
林
グ
ッ
ズ
を
仕
入

れ
、
売
上
金
の
11
万
1
千
750
円
全
額
を

「
中
高
講
堂
建
設
資
金
」
に
寄
付
致
し

ま
し
た
。

　

中
高
の
発
展
と
生
徒
た
ち
の
思
い
が

桜
空
に
届
き
ま
す
よ
う
に
と
一
同
祈
っ

て
い
ま
す
。

☆
同
窓
会
で
は
、
中
・
高
後
援
会
と
連

携
の
強
化
を
計
る
と
い
う
点
か
ら
も
2015

年
の
中
・
高
文
化
祭
前
に
、
卒
業
生
に

献
品
、
バ
ザ
ー
の
提
供
品
の
お
願
い
を

呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
話
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
2015
年
春
の
同
窓

会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

桜
美
林
大
学
祭

　

11
月
1
日
、
2
日
、
第
48
回
桜
美
林

大
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
桜
人
」（
さ
く

ら
ん
ち
ゅ
）
桜
美
林
の
す
べ
て
の
学
生

が
大
学
祭
の
主
人
公
で
あ
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
少
し
ず
つ
流は

行や

り
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
模
擬
店
、
中
に
は
積
極
的
に

呼
び
込
み
を
行
う
団
体
も
あ
り
と
て
も

賑
や
か
で
し
た
。
店
舗
に
は
地
域
ブ
ー

ス
も
設
け
ら
れ
、
渕
野
辺
に
あ
る
パ
ン

屋
さ
ん
が
揚
げ
パ
ン
を
出
店
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
2
カ
所
に
設
営
さ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
で
は
様
々
な
発
表
が
行
わ

れ
、
学
生
の
み
な
ら
ず
保
護
者
や
訪
れ

た
方
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
は
同
窓
会
室
前
に
清
水
安

三
先
生
な
ら
び
に
郁
子
先
生
の
写
真
パ

ネ
ル
を
掲
示
、
室
内
で
は
恒
例
の
お
茶

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
ご
夫
婦
共

に
オ
ビ
リ
ン
ナ
ー
で
お
嬢
さ
ん
が
現
役

学
生
と
い
う
同
窓
生
は
、「
今
日
は
東
名

を
走
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
自
分
の

学
生
時
代
と
は
だ
い
ぶ
様
子
が
違
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
学
内
で
飲
酒
が
禁
止
に

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
違
い
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。」と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
発
表
の
み
な
ら

ず
、
来
場
者
の
安
全
を
守
る
た
め
横
断

歩
道
で
の
横
断
を
声
を
枯
ら
し
て
呼
び

掛
け
て
い
た
学
生
、
人
影
も
少
な
く
な

っ
た
会
場
で
夜
遅
く
ま
で
ゴ
ミ
の
分
別

を
し
て
い
た
学
生
、
こ
う
い
っ
た
実
行

委
員
と
し
て
の
裏
方
経
験
も
将
来
必
ず

役
に
立
つ
と
感
じ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

大
学
祭
と
日
を
同
じ
く
し
て
、
大
学

と
同
窓
会
の
共
催
に
よ
る
「
2014
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
荊
冠
堂
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
は
短
大
家
政
科
卒
業
の
紙

芝
居
師�

さ
る
び
あ
亭
か
ー
こ
。
さ
ん
。

　

5
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、
例
年
通

り
2
部
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。キ
リ
ス

ト
教
セ
ン
タ
ー�

土
橋
敏
良
牧
師
に
よ
る

開
会
祈
祷
の
後
、
同
窓
会
会
長�

佐
藤
誠

一
郎
氏
が
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て�

学
長
の
三
谷
高
康
先
生
に
、

現
在
の
大
学
が
抱
え
る
問
題
、
向
か
お

う
と
し
て
い
る
所
、
昨
今
の
学
生
の
活

躍
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桜
美
林
大
学
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
学
生
の

歌
声
に
合
わ
せ
て
、
参
加
者
全
員
で
学

園
歌
を
斉
唱
。
心
が
一
つ
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
桜
美
林
の
現
在
、
過
去
、
未
来

〜
政
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
〜
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
衆
議
院
議
員
の�

菅

野
さ
ち
こ
氏
、
東
京
都
議
会
議
員
の
小

礒
明
氏
、
横
浜
市
議
会
議
員
の
横
山
正

人
氏
に
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
政
治
の
道
を
志
す
原
点
が
桜
美
林

に
あ
っ
た
こ
と
、
小
礒
氏
が
教
育
実
習

生
と
し
て
指
導
し
た
高
校
生
が
横
山
氏

で
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
桜
美

林
の
あ
た
た
か
い
教
育
が
今
の
自
分
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
学
生
時
代

の
思
い
出
と
母
校
愛
に
溢
れ
た
お
話
に

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
役
の
学
生
に
対
し
て
は

自
分
の
良
さ
を
信
じ
て
積
極
的
に
行
動

し
て
欲
し
い
、
こ
れ
か
ら
は
卒
業
生
が

セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
桜
美
林
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
欲
し
い
な
ど
、

注
文
も
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
お
三
方
の

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

会
場
を
移
し
開
催
さ
れ
た
第
2
部
の

懇
親
会
は
、
美
味
し
い
お
料
理
を
い
た

だ
き
な
が
ら
話
が
弾
み
、
ま
た
「
次
回

は
学
部
の
同
窓
会
を
計
画
し
よ
う
」
な

ど
の
話
題
が
出
る
な
ど
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
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中
高
文
化
祭
に
参
加
し
て



ラ
グ
ビ
ー
部
OB
会 

尾
作　

英
明
（
73
高
校
）

　

平
成
26
年
7
月
13
日
（
日
）、
現
役

と
OB
会
の
合
同
練
習
、
交
流
会
、
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
桜
美
林
の
桜
グ
ラ
ン
ド

に
て
現
役
の
練
習
に
OB
会
も
参
加
し
ま

し
た
。
今
春
卒
業
し
た
OB
も
含
め
て
多

数
の
OB
に
参
加
い
た
だ
き
、
熱
い
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
練
習
の
最
後
に
は

現
役
と
OB
の
合
同
チ
ー
ム
で
試
合
を
行

い
、
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
、
い
つ
も
サ

ポ
ー
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現

在
部
員
は
15
名
で
す
が
、
更
な
る
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
の
為
に
こ
れ
か
ら
も
協
力
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
桜
カ
フ
ェ
で
現
役
メ
ン
バ

ー
と
の
交
流
会
と
OB
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
現
役
メ
ン
バ

ー
に
自
己
紹
介
と
決
意
表
明
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
佐
渡
会
長
の
挨

拶
、
そ
し
て
恩
田
名
誉
会
長
か
ら
は

「
桜
美
林
ラ
グ
ビ
ー
部
は
創
部
か
ら
53

年
経
っ
て
い
て
、
300
名
以
上
の
OB
が
い

る
」と
の
貴
重
な
お
話
も
伺
え
ま
し
た
。

今
後
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
為
に
も
、
創
部

55
周
年
記
念
事
業
を
行
え
る
よ
う
現
役

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
OB
会
の
更
な

る
活
発
な
活
動
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
議
事
は
全
て
承
認
さ
れ
、
役

員
改
正
に
お
い
て　

監
査
役
に
新
任
で

汝
谷
健
一
さ
ん
（
平
成
2
年
度
卒
業
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
会
場
で
懇
親
会
を
行

い
、
長
く
て
有
意
義
な
一
日
を
笑
顔
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

OB
の
皆
さ
ん
！

　

是
非
一
緒
に
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
一
人
で
も
多
く
の
OB
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。桜

美
林
中
学
校 

昭
和
63
年
度

卒
業
生 

ク
ラ
ス
会
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
桜
美
林
中
学
校
昭
和
63

年
度
卒
業
生
の
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま

す
。
懐
か
し
い
先
生
方
も
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
年
末
で
す
が
、
ご
都

合
の
つ
く
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
幹
事

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
：
12
月
27
日
（
土
）

　
　
　

16
時
〜
18
時
30
分　

会
場
：
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

相
模
大
野�

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

相
模
原
市
南
区
相
模
大
野
３-

８-

１　

相
模
大
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
８
階

小
田
急
線
相
模
大
野
駅
直
結

TEL
：
０
４
２-

７
６
７-

１
１
１
１（
代
）

※
当
日
は
同
一
ホ
テ
ル
内
で
二
次
会
も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会
費
：
１
０
、０
０
０
円

連
絡
先
：
西
原�

満
（
旧
姓
：
筒
井
）

m
itsu.nishihara2480@

gm
ail.com

忍　

美
和
（
旧
姓
：
藤
村
）

oshim
iw
a@
gm
ail.com

　

同
窓
会
で
は
、
同
期
会
・
ク
ラ
ス

会
・
ク
ラ
ブ
等
に
通
信
費
の
補
助
を

し
て
お
り
ま
す
。
ご
予
定
の
あ
る
方

は
同
窓
会
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☎
０
４
２
（
７
９
７
）
１
６
３
２

幼
稚
園
の
秋

園
長　

羽
根
田　

実

　

秋
は
ス
ポ
ー
ツ
に
、
読
書
に
、
そ
し

て
何
よ
り
も
食
欲
に
…
と
何
を
し
て
も

絶
好
の
季
節
で
す
が
、
幼
稚
園
の
秋
は

楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
特
に

10
月
は
稲
刈
り
に
始
ま
り
、
運
動
会
、

お
芋
掘
り
、
秋
の
遠
足
と
笑
顔
に
溢
れ

る
行
事
が
続
き
ま
す
。
秋
の
遠
足
は
、

毎
年
、
年
少
児
か
ら
年
長
児
ま
で
全
園

児
が
一
緒
に
近
く
の
小
山
田
緑
地
ま
で

参
り
ま
す
。
今
年
は
10
月
24
日
に
実
施

し
、
ド
ン
グ
リ
や
栗
を
拾
っ
た
り
、
草

の
斜
面
を
段
ボ
ー
ル
で
滑
っ
た
り
と
青

空
の
下
で
自
然
を
楽
し
み
つ
つ
、
秋
の

一
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

草
滑
り
で
は
、
最
初
は
み
ん
な
お
尻

に
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
滑
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
、
立
っ
て
サ
ー

フ
ィ
ン
の
よ
う
に
滑
る
園
児
、
み
の
虫

の
よ
う
に
身
体
に
ま
き
つ
け
て
、
ご
ろ

ご
ろ
と
回
り
な
が
ら
落
ち
て
い
く
園
児

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
方
を
工
夫
し

て
遊
び
始
め
ま
し
た
。
決
め
ら
れ
た
形

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発

想
で
遊
び
を
工
夫
し
た
り
、
汗
を
い
っ

ぱ
い
か
き
な
が
ら
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を

走
り
回
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
れ
ほ

ど
豊
か
な
育
み
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
心
身
の
発
達

に
ど
れ
ほ
ど
大
切
で
あ
る
か
は
今
更
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

聖
書
に
は
、「
主
は
必
ず
良
い
も
の

を
お
与
え
に
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
地

は
実
り
を
も
た
ら
す
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、「
主
に
望
み
を
お
く

者
の
行
く
手
の
闇
を
光
に
変
え
、
曲
が

っ
た
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
。」
と
約

束
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

神
様
は
私
た
ち
に
必
要
な
も
の
は
必

ず
お
与
え
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
こ
と
を

改
め
て
心
に
刻
み
、「
あ
れ
も
ほ
し
い
、

こ
れ
が
必
要
だ
」
と
欲
望
の
ま
ま
に
心

を
動
か
す
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
時
で

も
生
か
さ
れ
て
い
る
恵
み
に
感
謝
し
つ

つ
、
幼
子
た
ち
の
よ
う
に
笑
顔
を
輝
か

せ
希
望
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
歩
む
者

と
な
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

清
水
安
三
先
生

顕
彰
会
大
学
祭
参
加

　

11
月
1
日
創
立
者
の
生
誕
地
、
滋
賀

県
高
島
市
よ
り
「
清
水
安
三
先
生
顕
彰

会
」の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、学
而
館
203
号

室
に
て
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
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参
加
し
て
い
た
先
生
方
、
生
徒
の
皆
様
へ

　

お
か
げ
さ
ま
で
81
年
度
高
校
卒
業
の
同
窓
会
を

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
年
毎
の

同
窓
会
も
今
回
で
４
回
目
と
な
り
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
ま
で
の
70
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先

生
方
、
生
徒
の
皆
様
、
ご
多
忙
の
中
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
か
ら
32
年
が
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
ま
ぁ
そ

れ
ぞ
れ
経
年
変
化
？
は
あ
り
ま
す
が
、
面
影
は
か

わ
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。
誰
も
が
笑
顔
で
会
話
を

し
て
い
る
光
景
は
、
皆
が
制
服
姿
で
「
休
み
時
間

の
風
景
」
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ち
ょ
っ
と

「
う
る
っ
」
と
し
ま
し
た
。
年
々
涙
も
ろ
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
「
ど
ー
も
！
久
し
ぶ
り
」
っ
て

握
手
さ
れ
て
、
こ
ち
ら
も
笑
顔
で
「
お
っ
！
ど
ー

も
」
な
ん
て
挨
拶
す
る
の
で
す
が
、そ
の
あ
と
「
あ

れ
っ
？
誰
だ
っ
た
っ
け
？
」
な
ん
て
こ
と
も
。
身

に
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

さ
あ
〜
み
な
さ
ん
！
次
回
は
55
歳
で
迎
え
る
同

窓
会
で
す
。
ち
ょ
う
ど
入
学
し
て
40
年
目
の
年
で

す
。
こ
ん
な
計
算

す
る
と
お
じ
さ
ん

と
お
ば
さ
ん
に
な

っ
た
な
あ
と
実
感

し
て
し
ま
い
ま

す
。
き
っ
と
次
回

が
も
っ
と
楽
し
い

再
会
と
な
っ
て
そ

し
て
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
笑
顔
と
物

忘
れ
に
？
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
最

後
に
「
幹
事
の
み

ん
な
、
４
年
後
、

ま
た
や
ろ
う
ぜ
！
」

81
年
度
卒
Ａ
組　

加
賀
谷
真

　

10
月
23
日
（
木
）、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

に
お
い
て
、
本
学
卒
業
生
の
川
相
拓
也
さ
ん
が
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
か
ら
育
成
選
手
枠
2
位
で
指
名

さ
れ
ま
し
た
。

　

川
相
さ
ん

は
、
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
川
相

ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
の
次
男
で

あ
り
、
2009
年

度
に
入
学

（
健
康
福
祉

学
群
・
健
康

科
学
専
修
）、
4
年
時
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

チ
ー
ム
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

川
相
さ
ん
は
記
者
か
ら
の
質
問
に
、「
本
当
に

う
れ
し
い
。
自
分
の
売
り
で
あ
る
堅
実
な
守
備
と

走
塁
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
相
手
か
ら
嫌
が
ら
れ
る

選
手
に
な
り
た
い
で
す
」
と
決
意
を
口
に
し
た
。
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（
81
年
度
卒
桜
美
林
高
等
学
校
同
窓
会
）

桜
美
林
大
学
か
ら
史
上
初
の

プ
ロ
野
球
選
手
、
誕
生
！

川
相
　
拓
也
（
か
わ
い
・
た
く
や
）
1990
年
11

月
25
日
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
23
歳
。
桐
蔭

学
園
高
か
ら
桜
美
林
大
に
進
学
。

卒
業
後
、
2013
年
春
か
ら
同
大
の
コ
ー
チ
に
就

任
。今
春
の
リ
ー
グ
戦
終
了
後
に
退
任
し
た
。

50
メ
ー
ト
ル
6.0
秒
の
俊
足
。
174
セ
ン
チ
、
71

キ
ロ
。
右
投
両
打
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
１
４ 

桜
美
林X

'm
a

s　
　
　

ハ
ン
ド
ベ
ルC

herry’s

コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
22
日
（
土
）
15
時
00
分
〜
16
時
00
分
　
於
：
荊
冠
堂

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
11
月
25
日
（
火
）
16
時
20
分
〜
17
時
20
分
　
於
：
荊
冠
堂

オ
ビ
リ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー
ヴ
ィ
ス
＆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
12
月
20
日
（
土
）
17
時
00
〜
19
時
30
分
　
於
：
荊
冠
堂

　
12
月
6
日（
土
）18
時
00
分
〜
20
時
30
分
　
於
：
P
F
C（
淵
野
辺
）

桜
美
林
大
学
ク
ワ
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝　
　

12
月
21
日
（
日
）
10
時
30
分

イ
ヴ
礼
拝　
　
　
　
　

12
月
24
日
（
水
）
18
時
30
分

桜
美
林
教
会
（
復
活
の
丘
）

元旦礼拝　2015年1月1日（木）
　11時00分〜12時00分　　於：桜美林教会（復活の丘）

桜美林学園では創立100周年に向けて過去の資料を集めて
います。ご協力頂ける方は同窓会室までご連絡下さい。

─ 2014 年度 学園人事 ─
桜美林学園
総�長・理事長

佐藤　東洋士
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清
水
安
三
先
生
論
説

日
曜
学
校
教
師
の

遭
遇
せ
る
実
際
的
問
題

「
基
督
教
世
界
」
大
正
7
年
（
1918
年
）
9
月
26
日

　

清
水
安
三
先
生
の
桜
美
林
学
園
・
桜
美
林
教
会

で
の
説
教
・
講
演
テ
ー
プ
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
か
ら
順

次
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
戦
前
の
原
稿
は
旧
假

名
・
旧
漢
字
で
し
た
の
で
新
假
名
・
新
漢
字
に
書

き
直
し
た
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

小
林　

茂
（
51
高
） 　

日
曜
学
校
（
教
会
学
校
）
の
目
的
に
対
す
る
尊

厳
な
る
態
度

　

日
曜
学
校
の
目
的
の
一
つ
は
、
生
徒
の
父
兄
に

接
触
の
機
を
得
て
、
そ
の
家
庭
を
導
く
に
あ
る
。

何
た
る
不
見
識
な
る
目
的
で
あ
ろ
う
。
生
徒
を
熱

心
に
指
導
す
る
の
余
勢
自
ら
溢
れ
て
、
そ
の
家
庭

に
福
音
の
種
が
蒔ま

か
る
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は

敢
え
て
私
の
ひ
ん
し
ゅ
く
す
る
処
で
は
な
い
。
只

初
め
か
ら
家
庭
伝
道
を
意
識
し
て
生
徒
を
利
用
す

る
心
持
に
は
全
然
共
鳴
す
る
こ
と
も
首し
ゅ

肯こ
う

す
る
こ

と
も
能で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

又
日
曜
学
校
の
目
的
の
一
つ
は
、
教
会
の
青
年

男
女
の
信
者
を
し
て
教
会
の
爲
め
に
働
か
し
む
る

爲
め
の
最
初
の
階
段
で
あ
る
こ
と
。
教
会
員
の
訓

練
（
チ
ャ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
は
牧
師
に
と

っ
て
は
可か
な
り成

大
き
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も

日
曜
学
校
事
業
は
こ
の
問
題
と
別
問
題
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。

　

其
の
他
日
曜
学
校
は
何
故
大
切
な
る
事
業
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
髙
張
す
る
爲
め
に
説
か
る
る

副
産
的
の
結
果
に
眼ま
な
こそ

そ
ぐ
こ
と
は
飽
く
迄
止
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
日
曜
学
校
は
児
童
其

の
他
の
人
格
を
尊
重
し
、
之
が
宗
教
教
育
に
あ
っ

て
他
な
き
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

教
授
と
話
し
方

　

面
白
い
話
で
生
徒
を
集
め
よ
う
と
す
る
教
師
の

努
力
は
近
来
漸
く
著
し
く
見
ゆ
る
に
至
っ
た
。
け

れ
ど
も
面
白
い
と
い
う
段
に
な
る
と
、
日
曜
学
校

の
お
噺は
な
しは
活
動
写
真
に
及
ば
な
い
こ
と
、
恰あ

た
かも
牧

師
の
講
壇
が
浪
花
節
に
競
走
で
き
な
い
と
同
様
で

あ
る
。
又
生
徒
を
笑
わ
せ
喜
ば
せ
て
、
顔
を
曲
げ

目
を
む
き
手
を
挙
げ
足
を
踊
ら
せ
て
、
日
曜
学
校

は
面
白
い
と
言
わ
せ
た
い
な
ら
ば
、
む
し
ろ
教
師

は
顔
を
紅
に
て
彩い
ろ
どり
、
赤あ

か

褌ふ
ん
ど
しの
真ま

っ
ぱ
だ
か裸
で
講
壇
の

上
で
逆
立
ち
を
す
れ
ば
、
生
徒
も
笑
え
ば
拍
手
も

聞
こ
え
よ
う
。
教
授
法
と
話
し
方
は
上
手
下
手
に

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
教
師
の
信
仰
あ
る
冒お
か

し
難
い
人
格
に

よ
っ
て
価
値
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
沈
黙
の
人
可
な

り
、
口
吃ど
も

る
人
更
に
良
し
。
口
重
き
人
大
い
に
妙
な

り
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
大
人
に
対
し
て
よ
り
も
更

に
一
層
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
人
は
神
学
生
の
説

教
を
聞
い
て
も
理
解
の
後
に
良
く
そ
の
朴ぼ
く

素そ

一い
ち

寒か
ん

生せ
い

の
焰
の
信
を
味
わ
う
こ
と
が
難
し
く
は
無
い
。
け
れ

ど
も
児
童
は
何
と
な
く
強
い
何
と
な
く
髙
い
人
格

が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
溢
る
る
言
葉
を
其
の
身
生
涯
忘
れ

得
な
い
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
面
白
い
噺
に
は
飽

き
る
。
笑
う
た
後
は
鳥
を
手
か
ら
放
し
た
よ
う
に

ぽ
か
ん
と
す
る
。
日
曜
学
校
は
少
な
く
と
も
笑
わ

す
よ
り
も
思
わ
し
め
、
喜
ば
し
め
る
よ
り
も
教
師

に
な
つ
か
し
め
、
面
白
い
か
ら
行
く
と
い
う
よ
り
も

行
か
ね
ば
神
様
に
す
ま
ぬ
心
持
を
味
わ
し
め
た
い
。

　

一
人
か
ら
多
数
に
せ
よ

　

ど
こ
の
日
曜
学
校
も
多
く
は
五
十
名
の
生
徒
と

い
う
数
は
依
然
三
年
間
同
じ
よ
う
に
表
わ
れ
て
居

っ
て
も
、
其
の
内
容
た
る
生
徒
の
顔
は
殆
ん
ど
変

わ
っ
て
る
。
恰
も
氷
れ
る
河
の
底
が
、
表
面
の
氷

が
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
河
の
水
は
常
に
流
れ
て

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
心
細
く
思
わ
な

い
訳
に
は
行
か
な
い
。
私
は
日
曜
学
校
を
根
本
的

に
改
造
す
る
爲
め
に
、
信
者
の
児
童
の
二
三
を
集

め
て
、
小
さ
い
群
の
児
童
礼
拝
を
爲
し
、
真
に
教

師
と
一
つ
心
に
な
っ
て
共
に
祈
り
、
共
に
願
い
、

礼
拝
の
気
分
が
湛た
だ

よ
い
、
敬
虔
な
る
霊
気
が
充
満

す
る
に
至
っ
て
、
今
一
二
名
を
之
に
加
え
、
三
名

四
名
と
加
え
て
行
く
時
に
、
真
に
宗
教
気
分
を
味

わ
し
め
、
神
に
接
す
る
心
持
を
児
童
の
脳
裏
に
浸

み
込
ま
し
む
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

　

現
今
の
日
曜
学
校
は
生
徒
の
多
き
を
望
ん
で
、

新
来
者
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
祈
祷
の
最
中
に

欠あ
く
び坤
あ
り
、
喧
嘩
あ
り
、
ザ
ア
ザ
ア
し
て
居
る
。

児
童
に
は
神
を
説
く
よ
り
も
、
神
学
を
教
え
る
よ

り
も
、
神
に
対
す
る
敬
虔
な
る
態
度
を
以
心
伝
心

抱
か
し
む
べ
き
で
あ
る
。
試
み
に
、
生
徒
が
天
長

節
（
天
皇
誕
生
日
）
の
式
に
あ
っ
て
、御
真
影
（
天

皇
の
写
真
）
拝
賀
の
際
に
、
奉
持
す
る
態
度
以
上

に
、
神
よ
と
教
師
が
祈
る
願
い
に
和
し
て
厳
粛
に

な
る
か
と
調
べ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　

私
は
生
徒
を
こ
こ
ま
で
訓
練
す
る
爲
め
に
は
、

教
師
の
精
神
的
準
備
と
、生
徒
の
増
加
を
防
い
で
、

百
年
大
を
爲
す
の
勢
を
以
っ
て
、
日
曜
学
校
を
拡

大
す
べ
き
で
あ
る
。
之
が
爲
に
は
食
堂
の
構
造
に

も
依
ろ
う
が
、
そ
れ
は
優ま
さ

に
精
神
的
準
備
あ
る
教

師
と
訓
練
あ
る
生
徒
は
、
荒あ
ば

屋ら
や

の
如
き
食
堂
を
も

神
の
住
む
宮
殿
と
爲
し
得
る
と
信
ず
る
。

　

何
を
教
え
何
を
話
す
べ
き
か

　

日
曜
学
校
で
は
可
成
多
く
の
迷
信
が
話
さ
れ

る
。
旧
約
時
代
の
宗
教
が
教
え
ら
れ
る
。
之
は
成

る
べ
く
止
め
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
ダ
ビ
デ
ゴ
リ

ア
テ
の
話
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
神
が
ダ
ビ
デ
を

助
け
て
ゴ
リ
ア
テ
を
助
け
給
わ
な
か
っ
た
と
い
う

問
題
と
、
世
間
の
事
実
実
際
と
は
一
致
せ
ぬ
こ
と

が
多
い
。
私
は
こ
う
い
う
問
題
は
取
扱
い
た
く
な

い
。
誰
か
が
「
神
様
、
ド
イ
ツ
の
カ
イ
ゼ
ル
を
一

日
も
早
く
殺
し
て
下
さ
い
」
と
日
曜
学
校
で
祈
っ

た
と
い
う
。
私
は
こ
う
し
た
問
題
に
は
囚
は
れ
ず

し
て
、
む
し
ろ
「
神
様
、
戦
争
が
早
く
止
ま
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
」と
祈
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　

日
曜
学
校
は
小
学
校
の
教
え
る
倫
理
道
徳
修
身

美
談
を
教
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

一
週
僅
々
一
時
間
に
何
を
教
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を

考
え
て
、
重
大
な
る
一
時
間
た
る
を
認
め
ね
ば
な

ら
ぬ
。
故
に
何
は
教
え
何
は
話
さ
ぬ
と
も
、
敬
虔

な
る
礼
拝
的
心
持
に
、児
童
を
虜と
り
こに
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
ん
じ
の
若
き
日
に
、
汝
の
造つ
く
り物

主ぬ
し

を
覚
え
よ

２０１４年１２月１日… 同 窓 会 だ よ り … １９２号（15） 　復　活　の　丘

忍耐をして全き活
はた

動
らき

をなさしめよ。
これ汝等が全くかつ備りて、缺

か

くる所
なからん爲なり。（ヤコブ書 1章 4節）

清水安三先生愛唱聖句 晩年のお姿



伊
豆
高
原
ク
ラ
ブ
便
り

　

こ
の
優
勝
旗
の
レ
プ
リ
カ
（
複
製

品
）
は
桜
美
林
髙
校
野
球
部
が

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
夏
の

甲
子
園
大
会
で
初
出
場
初
優
勝
し
た

翌
年
、
本
物
の
優
勝
旗
を
返
還
し
た

時
に
貰
っ
た
も
の
で
す
。

　

真
中
の
図
案
を
よ
く
見
て
下
さ

い
。
鳩
と
オ
リ
ー
ブ
の
葉
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旧
約
聖
書
の
創

世
記
一
一
章
八
節
に
登
場
す
る
、
ノ

ア
が
箱
舟
か
ら
放
っ
た
鳩
が
オ
リ
ー

ブ
の
葉
を
く
わ
え
て
戻
っ
て
来
た
と

い
う
故
事
に
基
い
て
い
ま
す
。

　

一
番
下
に
書
い
て
あ
る
横
文
字
、

V
ICT
O
RIBU

S�PA
LM
A
E

（
ビ

ク
ト
リ
ブ
ス　

パ
ル
マ
エ
）
は
ラ
テ

ン
語
で
「
勝
利
の
棕
梠
」
で
す
。
こ

れ
は
新
約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
一
二
章
一
三
節
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
エ

ル
サ
レ
ム
に
お
入
り
に
な
っ
た
時
、

群
衆
が
棕
梠
（
な
つ
め
や
し
）
の
枝

を
振
っ
て
歓
迎
し
た
と
い
う
故
事
に

基
い
て
い
ま
す
。

　

何
と
甲
子
園
の
優
勝
旗
に
は
聖
書

の
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
旗
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
人
は

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
し
ょ
う
か
。
私
は

聖
書
の
授
業
の
時
、
こ
の
旗
を
髙
校

の
飾
り
棚
か
ら
出
し
て
、
教
室
で
生

徒
に
話
し
、
生
徒
を
喜
ば
せ
た
も
の

で
す
。
こ
ん
な
説
明
が
出
来
る
の
は

日
本
中
で
桜
美
林
髙
校
だ
け
で
す
。

何
故
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

が
甲
子
園
で
優
勝
し
た
の
は
う
ち
し

か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
桜
美
林
髙
校

が
日
本
中
に
出
来
る
最
髙
の
誇
り
で

す
。�

（
51
髙　

小
林　

茂
）

１９２号… 同 窓 会 だ よ り … ２０１４年１２月１日（16）

　

12
月
25
日
（
木
）
よ
り

　

来
年
1
月
6
日
（
火
）
迄

　

お
休
み
致
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

八
月
の
台
風
に
よ
る
広
島
市
の

土
砂
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。


